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自
己
発
展
性
を
備
え
た
医
療
専
門
職
業
人
の
育
成
と

放
射
線
技
術
科
学
科
で
の
教
育
改
革
の
取
り
組
み

２
０
０
４
年
度
文
部
科
学
省
″特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
々

茨城県立医療大学
保健医療学部
放射線技術科学科

森 浩 一

窪圏宜夫
医科学センター山口直人
教育推進室 呑高葉めぐみ
学長    小 山哲夫

茨
城
県
立
医
療
大
学
は
、
９５
年
に
開
学
し
た

医
療
科
学
系
の
４
年
制
大
学
で
あ
る
。
保
健
医

療
学
部
と
し
て
、
放
射
線
技
術
科
学
科
、
作
業

療
法
学
科
、
理
学
療
法
学
科
、
看
護
学
科
の
４

学
科

（医
科
学
セ
ン
タ
ー
と
人
間
科
学
セ
ン

タ
ー
を
含
む
）
で
構
成
さ
れ
る
。

開
学
の
翠
年
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
の
付
属
病
院

（１
２
０
床
）
を
開
院
し

た
。
ま
た
、
０１
年
に
は
、
基
礎
的
研
究
能
力
を

身
に
つ
け
た
高
度
医
療
専
門
職
業
人
の
養
成
を

目
標
と
し
た
、
大
学
院

・
修
士
課
程
を
開
設
し

た
。
大
学
、
大
学
院
、
付
属
病
院
、
近
隣
実
習

病
院
、
茨
城
県
放
射
線
技
師
会
な
ど
の
相
互
協

力
の
下
に
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
質
の
高

い
医
療
専
門
職
業
人
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

００
年
度
か
ら
は
、
学
部
教
育
の
教
育
シ
ス
テ
ム

を
刷
新
し
、
急
速
に
進
む
高
等
教
育
や
医
療

ヘ

の
質
的
変
化
に
も
乗
軟
に
対
応
で
き
る
自
己
発

展
性
を
備
え
た
医
療
専
門
職
業
人
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。

茨
城
県
立
医
療
大
学
で
の
こ
の
教
育
改
革
の

取
り
組
み
は
、
文
部
科
学
省
の
０４
年
度
、
″特

色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
″
（以

下
、
特
色
Ｇ
Ｐ
）
審
査
会
に
お
い
て
高
い
評
価

を
受
け
、
特
色
あ
る
優
れ
た
取
り
組
み
と
し
て

採
択
さ
れ
た
。
以
下
に
、
特
色
Ｇ
Ｐ
、
中
請
課

題
名

″自
己
発
展
性
を
備
え
た
医
療
専
門
職
業

人
の
育
成
ク
の
概
要
、
な
ら
び
に
放
射
線
技
術

科
学
科
で
の
教
育
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
す
る
。

２
０
０
４
年
度
特
色
Ｇ
Ｐ
の
概
要

課
題
中
請
領
域
は
、
６
つ
に
分
類
さ
れ
る

（採
択
数
／
申
請
数
／
大
学
部
門
の
採
択
率

％
）
。

田
主
と
し
て
総
合
的
取
り
組
み
に
関
す
る
テ
ー

ラヽ
　
（岸
岸ヽ
〇
〇
ヽ
〇
〇
）

０
主
と
し
て
教
育
課
程
の
工
夫
改
革
に
関
す
る

テ
ー
マ

（梓『
＼
申御
Ｏ
ヽ
岸〇
せ

倒
主
と
し
て
教
育
方
法
の
工
夫
改
善
に
関
す
る

テ
ー
マ

（工
と
〇
的
と
申
せ

‐４‐
主
と
し
て
学
生
の
学
習
及
び
課
外
活
動

へ
の

支
援
の
工
夫
改
善
に
関
す
る
テ
ー
マ

（ミ
Ｒ

＼
申的
時
）

‐５‐
主
と
し
て
大
学
と
地
域

・
社
会
と
の
連
携
の

工
夫
改
善

に
関
す

る
テ
ー

マ

（岸ミ
岸
岸く

岸〇
・岸
）

‐６‐
そ
の
他
の
テ
ー
マ

６
さ
さ
）

で
あ
る
。

大
学
は
、
表
記
の
中
請
課
題
を
全
学
的
な
取

り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
、
テ
ー
マ
問
に
申
請

し
た
。
こ
の
領
域
の
採
択
率
は
、
総
申
請
数
９９

件
に
対
し
て
大
学
部
門
７
件
、
短
大
部
門
２

件
、
共
同
の
取
り
組
み
２
件
で
あ
り
、
大
学
部

門
に
お
け
る
採
択
率
は
、
９

・
９
％
で
あ

っ

た
。
こ
れ
は
、
全
領
域
の
中
で
最
も
競
争
が
激

し
く
採
択
が
難
し
い
分
野
で
あ

っ
た
。

採
択
課
題
の
概
要

１
自
己
発
展
性
を
備
え
た
医
療
専
門
職
業
人
の

育
成
大
学
で
は
、
作
業
環
境
が
急
激
に
変
化
す
る

現
在
の
医
療
現
場
に
お
い
て
も
、
広
く
活
躍
で

き
る
人
材
を
輩
出
す
る
た
め
、
００
年
度
よ
り
自

己
発
展
性
を
備
え
た
医
療
専
門
職
業
人
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
学
生

・
教
員
を
含
め
た

全
学
の
構
成
員
が

一
九
と
な
り
取
り
組
む

「教

育
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
抜
本

的
改
革
」
を
軸
と
し
た
教
育
改
革
は
、
理
論
的

基
盤
の
形
成
、
教
育
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る

組
織
体
制
、
学
生
の
教
育
改
善

へ
の
参
加
の
し

く
み
の
構
築
、
全
学
教
育
改
革
研
修
会

（Ｆ
Ｄ

研
修
会
）
に
よ
る
教
職
員
の
資
質
開
発
、
学
内

外
か
ら
の
評
価
の
活
用
、
の
５
つ
の
全
学
的
な

取
り
組
み
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。
そ
の
特
色

は
、
以
下
の
３
項
日
に
集
約
さ
れ
る
。
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田
よ
り
良

い
医
療
人
育
成
の
た
め
の
先
進
的
な

教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
導
入

‐２‐
大
学
と
し
て
責
任

の
持

て
る
教
育

の
実
現

（教
育
の
質
的
保
証
）

‐３‐
よ
り
良

い
教
育
の
創
造

へ
の
学
生
の
積
極
的

参
画

（学
生
に
よ
る
授
業
評
価
な
ど
）

全
学
の
構
成
員
が
積
極
的
に
取
り
組
に
参
加

し
た
こ
と
で
、
教
育
の
質
的
改
善
は
、
社
会
的

評
価
の
向
上
、
学
生
の
能
動
的
学
習
意
欲
の
増

加
、
授
業
内
容
に
関
す
る
学
生
満
足
度
の
向
上

な
ど
の
具
体
的
な
成
果
と
し
て
示
さ
れ
た
。
今

後
も
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、　
一
生
涯
地
域

社
会
で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
医
療
専
門
職
業
人

を
育
成
す
る
。

２
放
射
線
技
術
科
学
科
で
の
取
り
組
み
例

講
義
項
目
の
精
選
、
専
門
科
目
に
お
け
る
演

習

・
実
習
教
材
の
整
備
、
チ
ー
ム
医
療
実
習
教

材
の
整
備
、
自
己
学
習
教
材
の
整
備
、
臨
床
診

断
画
像
の
整
備
、
放
射
線
理
工
学
の
入
円
科
目

の
構
築
な
ど
を
進
め
た
。
全
学
科
に
共
通
の
成

績
評
価
基
準
の
作
成
に
協
力
し
、
成
績
評
価
法

の
客
観
性
を
高
め
た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
講
義

に
お
い
て
、
講
義
が
終
了
す
る
ま
で
に
少
な
く

と
も
１
回
、
学
生
の
講
義
の
理
解
度
を
調
べ
る

日
的
で
、
中
間
評
価

（中
間
テ
ス
ト
）
を
導
入

す
る
こ
と
に
し
た
。
中
間
評
価
に
よ
れ
ば
、
教

員
は
、
学
生
の
理
解
が
十
分
で
な
い
項
目
を
期

末
テ
ス
ト
の
前
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
該
当
項

目
の
重
点
的
指
導
が
で
き
る
。

学
内
で
の
実
技
実
習
は
、
臨
床
実
習
を
よ
り

効
率
良
く
進
め
る
た
め
に
特
に
重
要
な
科
Ｈ
と

位
置
付
け
て
い
る
。
臨
床
実
習
に
お
い
て
は
、

実
習
指
導
方
針
に

つ
い
て
は
大
学
側

で
決
定

し
、
実
習
学
生
の
受
け
入
れ
施
設
側

（実
習
病

院
）
の
代
表
者
と
十
分
な
打
ち
合
わ
せ
を
行

っ

た
後
に
実
施
し
て
い
る
。
本
学
科
の
場
合
、
大

学
か
ら
比
較
的
近
い
大
型
病
院

（０４
年
度
は
１８

施
設
）
に
お

い
て
臨
床
実
習
が
行
わ
れ
て
い

る
。
実
施
時
期
と
期
間
は
、
３
年
次

の
後
期

（９
月
下
旬
～
）
で
、
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
１０

週
間
の
臨
床
実
習
か
ら
な

っ
て
い
る
。
診
療
放

射
線
技
術

・
教
育

・
医
療
倫
理
な
ど
の
実
質
的

な
指
導
や
評
価
は
、
実
習
病
院
側
の
各
担
当
者

（例
え
ば
、
各
部
門
の
上
任
級
以
上
の
診
療
放

射
線
技
師
）
に
依
存
し
て
い
る
が
、
本
学

で

は
、
実
習
病
院
の
諸
担
当
者
に
対
し
て
、
本
学

の
臨
床
実
習
教
育

へ
の
係
わ
り
と
実
績
を
明
確

に
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
臨
床
教
育
講
師

（実
務
経
験
５
年
以

上
の
診
療
放
射
線
技
師
）
、
な
ら
び
に
実
習
指

導
者

（実
務
経
験
３
年
以
上
の
診
療
放
射
線
技

師
）
の
称
号
授
与
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を
公
文

書
と
し
て
、
各
担
導
者

へ
発
給
し
て
い
る
。

診
療
放
射
線
技
師
の
業
務
の
多
様
化
や
、
病

院
が
息
者
か
ら
選
ば
れ
る
と
い
う
、
新
し
い
時

代
を
迎
え
た
今
日
、
大
学
側
は
、
よ
り
積
極
的

に
臨
床
実
習
に
関
与
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ゆ
え
に
、
大
学
と
し
て
臨
床
実
習
に
臨

む
学
生
の
質
的
評
価
を
十
分
に
行

っ
た
後
に
、

地
域
の
実
習
病
院

へ
派
遣
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
た
。
原
則
と
し
て
、
こ
の
試
験
に
合

格
し
な
け
れ
ば
臨
床
実
習
に
参
加
で
き
な
い
こ

と
に
し
た
。

以
下
に
、
０５
年
９
月
下
旬
に
実
施
予
定
の
最

初
の
試
み
で
あ
る
０５
年
度
臨
床
実
習
前
技
能
評

価
柔
の
概
要
を
説
明
す
る
。
な
お
、
実
習
後
評

価
も
計
画
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別

の
機
会
に
解
説
す
る
。

臨
床
実
習
前
技
能
評
価
の
概
要

学
内
実
習
で
取
り
扱

っ
た
臨
床
実
習
と
係
わ

り
の
深
い
主
な
項
目
に
つ
い
て
、
臨
床
実
習
開

始
前
に
総
合
的
な
基
礎
技
能
習
得
度
の
評
価
を

行
う
。
臨
床
実
習
で
特
に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎

の
技
術
と
知
識
に
つ
い
て
、
大
学
の
備
え
る
教

育
機
材
の
種
類
な
ど
も
考
慮
し
、
以
下
の
間
項

目
を
臨
床
実
習
前
技
能
評
価
の
対
象
と
し
た
。

‐１１
四
肢
骨
Ｘ
線
撮
影
法

・
息
者
導
入
と
ポ
ジ

シ
ョ
エ
ン
グ

（検
査
説
明
を
含
む
）

０
頭
部
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
検
杢
法

・
息
者
導
入
と
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ

（検
査
説
明
を
含
む
）

倒
Ｘ
線
乳
房
検
査
法

・
息
部
の
位
置
確
認
と
更

衣
技
術

‐４‐
画
像
評
価

・
Ｘ
線
画
像

・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

・
Ｕ
Ｓ
画

像
な
ど
の
典
型
症
例
に
お
け
る
病
態
理
解

‐５‐
超
音
波
検
杢
法

・
フ
ア
ン
ト
ム
を
用
い
た
撮

影
の
実
施
と
画
質
評
価

‐６‐
磁
気
共
鳴
画
像
法

・
安
全
確
認

・
検
査
説
明

と
フ
ァ
ン
ト
ム
を
用
い
た
頭
部
裁
断
の
位
置

決
め

口
放
射
線
治
療
法
１

・
線
量
計
算

（照
射
線
量

の
確
認
）

‐８‐
放
射
線
治
療
法
２

・
水
フ
ア
ン
ト
ム
を
用
い

た
照
射
野
設
定
、
位
置
決
め

０
核
医
学
校
査
法

・
脳
血
流
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
、
Ｇａ

シ
ン
テ
グ
ラ
ム
な
ど
に
お
け
る
検
査
手
技

（検
査
に
お
け
る
注
意
事
項
と
検
査
技
術
な

ど
の
口
頭
説
明
）

側
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

・
医
療
人

（診

療
放
射
線
技
師
）
と
し
て
の
患
者
と
の
会
話

技
術
、
接
遇
法

評
価
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
総
数
４０
名
の

学
生
を
１
グ
ル
ー
プ
Ю
名
、
計
４
グ
ル
ー
プ
に

分
け
る
。
評
価
を
受
け
る
学
生
は
、
評
価
項
目

ご
と
に
区
分
さ
れ
た
ｍ
の
評
価
室

（放
射
線
技

術
科
学
科
の
実
習

・
実
験
室
）
を
指
定
さ
れ
た

順
に
移
動
す
る
。
評
価
に
要
す
時
間
は
、
１
評

価
項
目
に
つ
き
５
分
と
す
る
。
ま
た
、
評
価
室

間
の
移
動
時
間
を
１
分
と
す
る
。
各
評
価
室
に

は
、
評
価
者
が
１
名
常
駐
す
る
。
評
価
者
は
、

当
該
領
域
で
十
分
な
臨
床
技
術

・
知
識
を
有
す

る
放
射
線
技
術
科
学
科
の
教
員
が
担
当
す
る
。

評
価
実
施
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
模

擬
息
者
を
導
入
す
る
。
模
擬
息
者
に
は
、
近
隣

住
民
や
学
部
学
生
、
大
学
院
生
な
ど
の
参
加
協

力
を
得
る
予
定
で
あ
る
。
模
擬
患
者
と
評
価
者
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は
事
前
に
学
生
評
価
に
関
す
る
十
分
な
打
ち
合

わ
せ
を
行
う
。
評
価
結
果
は
、
各
項
日
ご
と
に

用
意
さ
れ
た
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
評
価
者
が

評
価
表
に
記
入
す
る
。
こ
の
と
き
、
模
擬
息
者

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

・
意
見
も
採
点
の
参
考
に
す

る
。
評
価
成
績
が
著
し
く
不
振
な
学
生
に
つ
い

て
は
、
不
備
な
点
を
指
摘

・
説
明
し
た
後
、
再

度
評
価
を
行
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

の
指
導
に
つ
い
て
は
、
本
学
看
護
学
科
の
協
力

も
得
る
予
定
で
あ
る
。

四
肢
骨

Ｘ
線
撮
影
法

の
評
価
で
の
具
体
例

こ
の
実
習
は
実
習
室
で
あ
る
波
射
線
機
器
操

作
室
に
設
置
さ
れ
た
汎
用
Ｘ
線
撮
影
装
置
を
用

い
て
実
施
す
る
。
四
肢
骨
Ｘ
線
撮
影
法
に
お
け

る
息
者
導
入
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
等
の
学
内
実

技
指
導
は
、
３
年
次
前
期

（０４
年
４
月
～
６
月
）

に
開
講
さ
れ
る
学
内
実
習

（Ｘ
線
検
査
技
術
学

実
習
）
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
模
擬
息
者

と
し
て
、
放
射
線
技
術
科
学
科
の
４
年
生
を
採

用
し
た
。

口
技
能
評
価
項
目

・
四
肢
骨
撮
影

密
小
者
導
入
～
位
置
決
め
ま

で
）
の
と
き

右
、
ま

た
は
左

の
手

指

（第
１
～
第
５

指
）
、
手
、
手
関
節
、
前
腕
骨

下
腿
骨
、
膝
関
節
の
い
ず
れ
か
指
定
さ
れ

た
１
つ
の
部
位
の
２
方
向
撮
影

注

一
手
の
２
方
向
は
、
正
面
と
斜
位
、
そ

の
他
は
、
正
面
と
側
面

０
実
技
進
行
の
手
順

患
者
導
入
か
ら
撮
影
終
了
ま
で
の
手
続
き
に

は
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

①
患
者
の
容
態
を
観
察
し
、
指
定
さ
れ
た
部
位

を
ど
の
よ
う
な
方
針

で
撮
影
す
る
か
考
え

夕
つ

。

②
撮
影
機
材
を
選
定
す

る
。
（固
定
具
、
カ

セ
ッ
テ
サ
イ
ズ
、
Ｒ

・
Ｌ
マ
ー
カ
ー
な
ど
）

０
息
者
の
撮
影
室

へ
の
導
入

¨
フ
ル
ネ
ー
ム

（全
氏
名
）
で
呼
び
出
す
こ
と
。
（全
氏
名

で
の
呼
び
出
し
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
各
病
院
の
方
針
に
配

慮
す
る
必
要
が
あ
る
）

０
撮
影
息
者
に
誤
り
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

ウる
。

Ｃ
息
者
に
撮
影
部
位
を
確
認
す
る
。

Ｏ
息
者
に
検
査
の
概
要
を
説
明
す
る
。

０
必
要
な
前
処
置

（手
の
撮
影
で
は
、
指
輪
な

ど
を
外
さ
せ
る
な
ど
）
を
行
う
。

０
指
定
部
位
の
ポ
ジ
シ
ョ
エ
ン
グ
を
行
う
。

（Ｘ
線
照
射
な
し
）

０
模
擬
息
者
か
ら
の
質
問

へ
の
適
切
な
回
答
を

す
る

（検
査
前
に
質
問
を
受
け
る
こ
と
も
あ

る
）
。

注

一
撮
影
部
位
に
つ
い
て
は
、
評
価
者
の
指
定
し
た
部

位
、
ま
た
は
部
位
を
指
定
す
る
カ
ー
ド
の
選
択
に

よ
り
決
定
す
る
．

つ
ぎ
に
、
模
擬
患
者
か
ら

の
質
問
例
を
記

す
。

・
今
ま
で
に
何
回
も
Ｘ
線
検
査
を
し
て
い
る

が
、
大
文
夫
だ
ろ
う
か
。

・
こ
の
検
査
に
よ
る
被
曝
線
量
は
ど
れ
く
ら
い

か
。
こ
の
検
査
で
新
た
に
が
ん
に
な
ら
な
い

の
か
。

▲
検
査
終
了
後
）
、
検
査
の
結
果
を
こ
こ
で
教

え
て
ほ
し
い
の
だ
が
。

・
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
Ｘ
線
検
査

を
受
け
て
も
大
文
夫
だ
ろ
う
か
、
な
ど
。

倒
評
価
を
受
け
る
学
生
の
対
応

上
記
の
実
技
進
行
手
順
に
沿

っ
た
行
動
と
、

模
擬
忠
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
適
切
な
回

答
を
す
る
。
服
装
は
、
実
習
用
白
衣
と
す
る
。

問
模
擬
息
者
の
役
割

息
者
役
と
し
て
演
技
す
る
。
事
例
か
ら
選
ん

で
、
も
し
く
は
類
似
の
質
問
を
１
回
だ
け
学
生

に
与
え
る

（毎
回
変
え
る
）
。
試
技
中
は
、
検

杢
の
予
備
知
識
が
な
い

一
般
息
者
と
し
て
振
る

舞
う
。
試
技
ご
と
に
、
感
想
や
注
意
点
を
評
価

者
に
報
告
す
る
。
服
装
は
、
試
験
部
位
が
比
較

的
簡
単
に
準
備
で
き
る
も
の
と
す
る
。
時
計
、

め
が
ね
、
ネ

ッ
ク
レ
ス
、
指
輪
な
ど
付
け
る
。

Ｄ
評
価
者
の
役
割

評
価
者
は
、
上
記
の
実
技
進
行
の
手
順
に
お

け
る
各
項
目
に
つ
い
て
、
評
価
基
準

（記
載
省

略
）
に
合
わ
せ
た
客
観
的
評
価
を
行
う
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
学
生
の
各
操
作

へ
の
理
解
度

・
実
施

の
程
度
、
息
者
と
の
会
話
回
数
、
息
者

へ
の
説

明

・
質
問

へ
の
同
答
な
ど
、
撮
影
基
礎
技
術
の

習
得
度
を
総
合
的
に
評
価
す
る
。
評
価
に
お
い

て
は
、
模
凝
息
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
参
考
に

す
る
ｃ

実

習

前
実

技

評
価

導

入

の
効

果

こ
の
実
技
評
価
に
よ
り
、
学
生
は
臨
床
実
習

で
何
を
学
ぶ
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
学
べ
ば

よ
い
の
か
、
臨
床
実
習
の
目
的
を
よ
り
明
確
に

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
よ
り
積
極
的
な

学
習
態
度
を
引
き
出
す
こ
と
に
有
用
で
あ
ろ

う
。
基
礎
技
術
の
習
得
と
臨
床
実
習
へ
の
心
構

え
が
整

っ
た
状
態
で
参
加
で
き
れ
ば
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
効
率
よ
く
臨
床
実
習
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
、
取
り
上
げ
た
１０
の
項
目
に
つ
い

て
、
実
習
終
了
後
に
各
施
設
の
臨
床
実
習
指
導

者
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
さ
ら
に
内
容

・
項

目
を
精
選
し
た
い
。
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